
流産・死産を経験された方への支援

福岡県福祉労働部子育て支援課

参事補佐兼母子保健係長 若松 倫子

令和７年度母子保健指導者養成研修
～妊産婦のメンタルヘルスに関する研修～
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１． 福岡県の概要

市町村数 ６０

指定都市・中核市 福岡市、北九州市、久留米市

人口*¹ ５,13５,214人

福岡県 全国

高齢化率*¹ 28.１％ 28.７％

死亡率*²（人口千対） 12.4 13.0

出生率*²（人口千対） 6.8 6.0

合計特殊出生率*² 1.26 1.20

新生児死亡率*²
（出産千対）

0.7 0.8

死産率*²（出産千対） 22.7 20.9

＊1：令和2年度国勢調査
＊2：令和5年度人口動態統計
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２．事業開始の背景
（国の動向）
・「不妊症・不育症支援ネットワーク事業」
（令和3年度不妊専門相談センター事業の加算）

・令和3年５月 母子保健課長通知
「流産や死産を経験した女性等への心理社会的支援等について」

・「不妊症・不育症患者等の支援のためのネットワーク整備」
（令和4年度性と健康の相談センター事業の加算）
※流産・死産等を経験した方への心理社会支援やピア・サポート活動等への支援も含まれる

ものであり、不妊症・不育症患者の支援と区別して実施することも可能

・令和５年３月「成育医療等基本方針の改定」
※各都道府県において、成育過程にある者に対する医療、保健、福祉等の関係者は、市町村等と
連携を図り、妊娠・出産・産後のケアの連続性の担保、産後ケア事業や妊産婦健康診査の広域
的な調整、流産・死産を経験した方や医療的ケア児等に対する支援等を推進することが期待
される
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２．事業開始の背景

(福岡県の取組）
・「不妊症・不育症治療等及び相談支援研修」（令和３年度～）
※テーマに「グリーフケア」を含める （以降も年1回開催継続）

・「不妊・不育と性の相談マニュアル」の作成（令和５年度）
※社会資源として県内で活動している自助グループ情報を掲載

グリーフを抱える方々の孤立を防ぐために・・
➠支援を求めてよいこと、相談窓口があることを知らせる
・「流産・死産等を経験した方へ」のリーフレットの作成（令和5年度）
※相談窓口・自助グループ一覧、グリーフケアプランガイドBOOK・カード

➠支援者のネットワーク作りとピア・サポートへの支援
・「不妊・不育症患者等ネットワーク事業」（令和６年度～）
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３． 取組内容

「不妊・不育と性の相談センター事業」

（１） 不妊・不育（流産・死産を含む）に関する相談支援

「不妊症・不育症患者等支援ネットワーク事業」

（２） 自助グループ等と連携した研修会の開催

（３） 当事者及び支援関係機関等への情報提供
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３． 取組内容

（１）不妊・不育(流産・死産を含む）に関する相談支援

不妊・不育と性の相談センター
・県内の９保健所で、保健師・助産師等が電話または面接等で相談に対応。
・相談内容や希望に応じ、福岡県プレコンセプションケアセンターの専門医
相談や、流産・死産等の自助グループを紹介。
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３． 取組内容

（２） 研修会・相談会等の開催

目的： 流産・死産で悲嘆を抱えた方の孤立を防ぐ。

内容： 県内９保健所において、自助グループ等と
連携し、年1回程度、 研修会・相談会等を
実施。
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３． 取組内容
（２） 研修会・相談会等の開催

参加者 保健所管内市町村母子保健担当者、
管内医療機関（産婦人科・精神科・助産所等）

実施内容
テーマ
（一部抜粋）

講演、グループワーク、協議など

・「産後ケアについて考える

～流産・死産等を経験された方々の孤立を防ぐために～」

・「流産・死産・新生児死等を経験された方を支援する中で

見えてきたこと ～サポート団体の視点から～」

・「当事者の葛藤の実際と活動を通して見えてきた支援の課題について」

・「流産・死産等を経験された方への地域支援体制について」

講師 ・自助グループ代表者

・産前産後サポーター協会 認定サポーター
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３． 取組内容

（２） 研修会・相談会等の開催

【参加者の反応】
医療機関等
・グリーフケアを知らなかったが、当事者の話を聞き今後の対応の参考になった。
・顔の見える連携が大事。支援者と顔を合わせる機会があってよかった。

市町村
・当事者が困っていることを学ぶことができ、当事者への声掛けや支援の際に気を
付けることの参考になった。
・他機関の支援者と顔を合わせる機会が少ないため、今後も同じような機会が欲しい。
・庁内連携（住民課と母子保健担当課など）を進めたいと感じた。

【保健所から】
・当事者の気持ちの理解につながったため、今後の相談支援に活かしたい。
・支援者側の知識が必要であり、周知啓発や情報提供といった保健所の役割の
重要性を再認識した。
・今後も事業を活用し、自助グループと地域の関係者との連携を図りたい。
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３． 取組内容

（３） 当事者および関係機関等への情報提供

① 相談窓口・自助グループ一覧リーフレット

福岡県HP：https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/guri-fukea.html
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３． 取組内容

（３）当事者および関係機関等への情報提供

② グリーフケアプランガイドBOOK

福岡県HP：https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/guri-fukea.html 12



３． 取組内容

（３） 当事者および関係機関等への情報提供

③ グリーフケアプランカード

福岡県HP：https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/guri-fukea.html 13



４． 今後の展開

〇 支援ネットワーク構築に向けた取組の継続
・ 流産・死産等を経験された方に関する理解の促進。
・ 医療機関等を含めた支援関係者の顔の見える連携の促進。

〇 グリーフケアプランカードの活用
・ 汎用性の高いカードの作成
・ 医療機関等での活用促進

〇 相談窓口等の周知
・ 不妊・不育と性の相談センターの相談窓口の周知
・ 自助グループ等の活動情報の提供
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ご清聴いただき
ありがとうございました！
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